
市
報（
第
９
０
３
号
）

12.10平成15年（2003）
市町村合併アンケート結果───────
十日町地域高速通信体系整備構想────
ごはんがうまいYおかわりZ──────
雪処理にご注意・ご協力を────────
年末の交通事故防止にご協力を─────

2・3
4～7
8・9
10
11

手作りツリーでクリスマス
「クリスマス・お正月に楽しむガーデニング」と題した花の

講習会（里創プラン花の道事業）が11月29日g、キナーレ多目

的ホールで開催されました。寄せ植えに挑戦した参加者からは、

「手作りの寄せ鉢でクリスマスやお正月が迎えられるなんて…」

と感動の声があがっていました。
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合
併
の
必
要
性
（
グ
ラ
フ
３
参
照
）
に

つ
い
て
の
問
い
に
は
、
「
合
併
は
必
要
」

が
37
・
７
％
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
合

併
は
必
要
」
が
33
・
３
％
で
、
合
計
す
る

と
71
・
０
％
で
し
た
。
逆
に
、
「
合
併
は

必
要
な
い
」
は
12
・
１
％
、
「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
合
併
は
必
要
な
い
」
は
12
・

３
％
で
、合
計
す
る
と
24
・
４
％
と
な
り
、

圧
倒
的
に
合
併
賛
成
者
が
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

13
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、「
合
併
は
必
要
」「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
必
要
」の
合
計
が
66
・
３
％
で
し
た
。

単
純
に
は
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
は

こ
の
数
値
が
さ
ら
に
４
・
７
％
上
昇
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

合
併
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
平
成
13

年
度
に
も
行
い
ま
し
た
（
当
時
は
津
南
町

を
含
め
た
６
市
町
村
合
併
）
が
、
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
任
意
協
議
会
か
ら

正
式
な
協
議
の
場
で
あ
る
法
定
協
議
会
に

進
む
に
あ
た
り
、
最
新
の
市
民
の
意
向
を

調
査
す
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
こ

の
調
査
結
果
は
、
ほ
か
の
４
町
村
の
結
果

と
も
合
わ
せ
、
合
併
を
進
め
て
い
く
上
で

の
貴
重
な
意
見
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
調
査
対
象

十
日
町
市
の
全
世
帯

■
調
査
期
間

11
月
10
日
か
ら
30
日
ま
で

の
21
日
間

■
調
査
票
の
配
布

各
町
内
の
市
政
事
務

嘱
託
員
を
通
し
て
配
布

■
回
収
方
法

返
信
は
が
き
に
よ
り
回
収

■
配
布
数

１
３
、
５
７
８
通

■
回
答
数

３
、
１
２
５
通

■
回
収
率

23
・
02
％

回
答
総
数
（
３
、
１
２
５
）
に
対
す
る

地
区
別
の
構
成
比
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
を

見
る
と
、
十
日
町
地
区
が
44
・
５
％
と
最

も
多
く
、
続
い
て
中
条
地
区
、
川
治
地
区

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
代
別
の
回
答
状
況（
グ
ラ
フ
２
参
照
）

を
見
る
と
、
60
歳
代
の
回
答
者
が
最
も
多

く
29
・
５
％
で
、
50
歳
代
、
70
歳
代
の
回

答
者
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
77
・
９
％
を

占
め
ま
し
た
。
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要
が
全
体
の
７
割
強

■
合
併
の
賛
成
理
由
は

経
費
の
節
減
や
効
率
化
が
圧
倒
的

調
査
結
果
の
概
要

合
併
の
必
要
性

20歳代 2.3％�

40歳代�
13.5％�

60歳代�
29.5％�

40歳代�
13.5％�

50歳代�
28.0％�

60歳代�
29.5％�

30歳代�
6.0％�70歳以上�

　20.4％�

無回答 0.3％�

合併は必要�
37.7％�

どちらかといえば�
合併は必要�
33.3％�

どちらかといえばどちらかといえば�
合併は必要ない合併は必要ない�

12.312.3％�

合併は必要ない合併は必要ない�
12.112.1％�

どちらかといえば�
合併は必要ない�

12.3％�

合併は必要ない�
12.1％�

わからない�
4.3％�

無回答 0.4％�

十日町�
44.5％�

中　条�
16.7％�

川　治川　治�
12.612.6％�

水　沢水　沢�
10.410.4％�

川　治�
12.6％�

六箇�
1.7％�

吉田�
6.5％�

下条�
　6.7％�

水　沢�
10.4％�

無回答 0.5％�

『
合
併
は
必
要
』
の
理
由

調
査
方
法
と
回
収
状
況

『
合
併
は
必
要
な
い
』

の
理
由

市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

■
問
合
せ

合
併
推
進
課

1
57
│
３
１
１
１

内
線
２
８
８

「
合
併
は
必
要
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
合
併
は
必
要
」
と
答
え
た
人
に
、
理
由

（
グ
ラ
フ
４
参
照
）
を
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
84
・
６
％
の
人
が
「
経
費
の
節

減
や
効
率
化
が
で
き
る
」
を
選
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
が
行
政
の
ス

リ
ム
化
な
ど
を
行
い
効
率
化
し
て
ほ
し
い

と
望
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
る
」

が
57
・
５
％
、「
今
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維

持
で
き
る
」
が
37
・
０
％
で
、
期
限
ま
で

に
合
併
し
、
国
県
の
財
政
措
置
を
利
用
す

る
こ
と
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
望
ん

で
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

「
合
併
は
必
要
な
い
」、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
合
併
は
必
要
な
い
」
と
答
え
た
人

に
、
理
由
（
グ
ラ
フ
５
参
照
）
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
「
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
た
り
負
担
が
増
え
た
り
す
る
」
を
選
ん

だ
人
が
約
半
数
を
占
め
、
合
併
に
よ
る
不

安
な
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
市
町
村
間
で
協
力
す
れ
ば

対
応
で
き
る
」
44
・
２
％
、「
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
に
く
く
な
る
」
33
・

４
％
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
今
の
ま
ま
で
将
来
に
わ
た
り
問

題
は
な
い
」「
周
辺
部
が
寂
れ
る
」「
愛
着

の
あ
っ
た
市
町
村
の
名
称
が
消
え
る
」「
祭

り
や
歴
史
文
化
な
ど
の
個
性
が
薄
れ
る
」

も
そ
れ
ぞ
れ
約
30
％
の
人
が
理
由
に
あ
げ

ま
し
た
。

〈グラフ４　合併が必要と思う理由〉

〈グラフ１　地区別構成比〉

〈グラフ２　年代別回答状況〉

〈グラフ３　合併の必要性〉

〈グラフ５　合併が必要でないと思う理由〉



参
入
し
て
こ
な
い
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
な
ぐ
環
境
が
充
分
に
整
備
さ
れ
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
、
距
離
と
時

間
を
つ
な
ぎ
、
産
業
振
興
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
も
の
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

高
速
交
通
体
系
だ
け
で
な
く
、
高
速
通
信

体
系
か
ら
も
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
地
域
に
情
報
格
差
が
生
じ
れ
ば
、

産
業
の
衰
退
・
過
疎
化
な
ど
に
拍
車
が
か

か
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
十
日
町
圏
域
６
市
町
村
が
い
っ

し
ょ
に
な
り
、
地
域
の
高
速
通
信
体
系
を

各
家
庭
ま
で
整
備
す
る
た
め
の
構
想
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

条
件
の
不
利
な
地
域
で
は
、
情
報
通
信

基
盤
を
自
治
体
が
整
備
す
る
必
要
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
検
討
を
進
め
て

い
る
の
が
、
「
十
日
町
地
域
高
速
通
信
体

系
整
備
構
想
」
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
を
中
心
と
し
た

６
市
町
村
が
共
同
で
事
業
を
実
施
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
主
な
理
由
と
し
て
、

次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

・
合
併
問
題
に
か
か
わ
ら
ず
地
域
情
報
化

は
６
市
町
村
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と

・
広
域
的
に
整
備
し
た
ほ
う
が
制
度
面
で

有
利
で
あ
る
こ
と

・
建
設
や
運
営
費
面
で
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

基
盤
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、
新
た

な
産
業
の
創
出
や
安
心
・
安
全
な
地
域
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
社
会
構
造
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
合
わ
せ
た
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

十
日
町
地
域
は
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

が
非
常
に
遅
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
の
恩
恵
を

ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
地
域
全
体

の
約
10
％
（
十
日
町
市
の
中
心
部
な
ど
）

が
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
高
速
通
信
回
線
を
接
続
し

て
い
る
の
み
で
す
。

Ｉ
Ｔ
革
命
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る

高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
電
気
や
光
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十日町地域高速通信体系整備構想

２
０
０
１
年
１
月
、
日
本
の
国
家
戦
略

と
し
て
「
ｅ
│
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想
」
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
欧
米
は
も
ち
ろ
ん
、
ア

ジ
ア
で
も
最
下
位
ク
ラ
ス
に
あ
っ
た
日
本

の
高
速
通
信
環
境
を
改
善
し
、
政
府
・
民

間
の
総
力
を
結
集
し
て
、
２
０
０
５
年
ま

で
に
日
本
を
世
界
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家
に

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

推
進
す
べ
き
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、

次
の
４
つ
の
柱
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
（
※

６
）
の
整
備
及
び
競
争
の
促
進

・
電
子
商
取
引
（
※
７
）
の
大
幅
な
普
及

促
進

・
電
子
政
府
（
※
８
）
の
実
現

・
人
材
育
成
の
強
化

こ
の
方
策
と
民
間
活
動
に
よ
り
、
日
本

が
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
構
造
に
脱

皮
し
、
豊
か
な
生
活
を
実
現
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

都
市
部
で
は
、
民
間
事
業
者
が
中
心
と

な
り
、
積
極
的
な
Ｉ
Ｔ
技
術
投
資
が
行
わ

れ
、
高
度
な
情
報
通
信
基
盤
（
※
９
）
の

整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
民
間
で
採
算
が
合
わ
な
い
中
山
間

地
域
や
離
島
で
は
、
自
治
体
は
他
地
域
と

情
報
格
差
を
な
く
す
た
め
に
公
的
事
業
と

し
て
基
盤
整
備
に
取
り
組
み
、
国
や
県
も

積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

な
ど
の
信
号
が
通
る
ケ
ー
ブ
ル
容
量
を
増

や
す
こ
と
で
す
。
砂
利
道
を
舗
装
路
へ
、

舗
装
路
を
高
速
道
路
へ
と
変
更
し
た
状
態

に
す
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
す
。

※
１
　
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

A
sy
m
m
e
tric

D
ig
ita
l
S
u
b
sc
rib
e
r

L
in
e

の
略
。
日
本
語
で
は
「
非
対
称
デ
ジ

タ
ル
加
入
者
線
」
。
銅
線
ケ
ー
ブ
ル
を
用

い
て
高
速
通
信
を
行
う
技
術
で
、
送
信
速

度
と
受
信
速
度
が
違
う
こ
と
か
ら
非
対
称

と
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線
は

ほ
か
に
も
数
種
類
あ
り
、
総
称
と
し
て

「
ｘ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」
と
書
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。

※
２
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

（
高
速
通
信
回
線
）

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
な
ど
、
高
速
な
通
信
回
線
の
普
及
に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
る
次
世
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
そ
の
上
で
提
供
さ

れ
る
大
容
量
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
総
称
的
に
表
し
た
も
の
。

本
来
の
意
味
は
「
広
帯
域
」
。
従
来
の
ア

ナ
ロ
グ
モ
デ
ム
や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
な
ど
の
低
速

回
線
は
ナ
ロ
ー
バ
ン
ド
。

※
３
　
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送

衛
星
放
送
で
は
な
く
、
地
上
の
放
送
塔

か
ら
電
波
を
送
る
「
地
上
波
」
を
使
っ
た

デ
ジ
タ
ル
放
送
。
２
０
１
１
年
に
は
、
現

在
普
及
し
て
い
る
Ｖ
Ｈ
Ｆ
・
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
を

使
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
地
上
波
に
よ
る
テ
レ
ビ

放
送
は
終
了
し
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
完
全
に
切
り
替
わ
る
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
、
双
方
向
サ

ー
ビ
ス
、
デ
ー
タ
放
送
な
ど
、
多
彩
な
放

送
・
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る
予
定
。

※
４
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー

合
成
樹
脂
や
ガ
ラ
ス
繊
維
を
使
用
し
、

電
気
信
号
を
光
の
強
弱
に
変
え
て
伝
達
す

る
ケ
ー
ブ
ル
。
現
在
最
も
高
速
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
。
従
来
の
銅
線
ケ
ー
ブ

ル
に
比
べ
細
く
て
軽
く
、
雑
音
の
影
響
を

受
け
に
く
い
。
デ
ー
タ
伝
送
速
度
も
非
常

に
高
速
で
、
従
来
に
比
べ
約
１
、
０
０
０

倍
の
情
報
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
途
中

に
増
幅
用
の
電
源
を
必
要
と
し
な
い
た
め

長
距
離
伝
送
路
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

※
５
　
Ｉ
Ｔ

In
fo
rm
a
tio
n
T
e
c
h
n
o
lo
g
y

の
略
。

日
本
語
で
は
「
情
報
技
術
」
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
や
デ
ー
タ
通
信
に
関
す
る
技
術
を
総

称
的
に
表
し
た
用
語
。

※
６
　
イ
ン
フ
ラ

Infra
struc

ture

の
略
。
道
路
や
鉄
道
、

電
気
や
ガ
ス
、
水
道
、
通
信
回
線
な
ど
の

社
会
基
盤
設
備
の
こ
と
。

※
７
　
電
子
商
取
引

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
、

契
約
や
決
済
な
ど
を
行
う
取
引
形
態
の
こ

と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
一
般
消
費
者
へ

の
普
及
に
つ
れ
て
、
消
費
者
を
直
接
対
象

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
急
激
に
成
長
し
て
い

る
。
別
名
「
ｅ
ー
コ
マ
ー
ス
」。

※
８
　
電
子
政
府

「
ｅ
ー
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想
」
の
重
点
政

策
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
行
政
内
の

◆問合せ◆

十日町地域広域事務組合

企画振興課 157-2637

通信・放送�
センター局�

インターネット�

情報センター�

津南町役場�

川西町役場�

診療所� 病院�

実習館�

中学校�

保健センター�

情報館�

消防本部�

総合センター�小学校�

保育所�

診療所�

図書館�

松之山町役場�

松代町役場�

中里村役場�

十日町市役所�

国
・
県
を
あ
げ
て
の

情
報
化
の
推
進

情
報
化
の
現
状

地
域
情
報
化
（
※
10
）

の

事
業
主
体

用
　
語
　
解
　
説

都
市
部
で
は
、
こ
の
高
速
道
路
が
各
家
庭

の
玄
関
ま
で
通
っ
て
い
ま
す
。
山
間
部
が

多
い
十
日
町
地
域
は
、
技
術
的
な
問
題
と

採
算
性
の
問
題
か
ら
、
大
手
民
間
業
者
が

近
年
、「
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
（
※
１
）
」「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
※
２
）
」「
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
※
３
）
」「
光

フ
ァ
イ
バ
ー
（
※
４
）
」
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
（
※
５
）
に
関
す
る
言
葉
を
多
く
耳
に
し
ま
す
。「
Ｉ
Ｔ
革
命
」

と
呼
ば
れ
る
急
速
な
社
会
の
変
容
が
全
国
各
地
で
進
ん
で
お
り
、
都
市
部
で
は
こ
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
十
日
町
地
域
で
は
、

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
通
信
基
盤
が
大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
日
町
圏
域
６
市
町
村
が
中
心
と
な
り
、
産
・
民
・
官
と
連
携
・
協
働
し
て
、
高
度

情
報
基
盤
整
備
実
現
に
向
け
た
構
想
の
検
討
を
、
現
在
進
め
て
い
ま
す
。
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。



ト
を
生
か
せ
る
こ
と

14
年
12
月
に
６
市
町
村
、７
商
工
団
体
、

２
農
協
が
集
ま
り
、
高
速
通
信
体
系
検
討

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

一
刻
も
早
く
各
家
庭
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
を
全
会

一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
16
年
度
に
は
、
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
を
実
施
し
、

地
域
情
報
化
の
拠
点
と
な
る
公
共
機
関
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。
そ
し
て
、

「
ｅ
│
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想
」
の
最
終
年
度

で
あ
る
17
年
度
ま
で
を
目
標
に
、
各
公
共

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
各
家
庭
ま
で
延

伸
す
る
形
で
全
地
域
・
全
家
庭
ま
で
の
情

報
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備

で
は
、
ま
ず
６
市
町
村
の
庁
舎
を
、
ル
ー

プ
状
に
基
幹
線
で
結
び
ま
す
。
１
か
所
が

雪
崩
な
ど
で
断
線
し
て
も
、
反
対
側
か
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
な
が
り
、
業
務
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
た
め
の
設
計
で
す
。

そ
し
て
、
各
市
町
村
役
場
か
ら
圏
域
内

の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
、
公
民
館
、
保

育
所
、
福
祉
施
設
・
観
光
施
設
な
ど
を
結

び
ま
す
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備

事
業
で
構
築
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
次

に
各
家
庭
ま
で
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
※
11
）
回
線

で
つ
な
げ
ま
す
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
地
上
波
放
送
に
対
応

で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
へ
の
接
続
、
地
域
に
密
着
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
の
取
得
、
ア
ン
テ
ナ
設
備
不

要
に
よ
る
雪
害
被
害
を
受
け
る
心
配
が
な

い
な
ど
、多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

整
備
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
道
具
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
巨
額
な
投
資
を
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
も
、
使
わ
な

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
、
官

民
あ
げ
て
検
討
し
て
い
る
の
が
「
十
日
町

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。

こ
の
中
で
は
、
各
家
庭
ま
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
な
げ
た
と
き
の
サ
ー
ビ
ス
や
保

守
運
営
に
つ
い
て
具
体
的
に
決
め
る
計
画

に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
、
圏
域
内
無
料
の
Ｉ
Ｐ
電
話
（
※
12
）、

安
否
確
認
防
災
情
報
の
Ｉ
Ｐ
告
知
、
全
家

庭
で
の
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
、
行
政
情
報
の
提
供
、
学
校
の
授
業
で

子
ど
も
た
ち
が
使
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
の
整
備
、
６
市
町
村
の
図
書
検
索
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
各
家
庭
ま
で
つ

な
い
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
提
供

し
ま
す
。

情
報
化
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
地
域

は
将
来
ど
の
よ
う
に
便
利
で
安
心
・
安

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
生

・
子
育
て
や
趣
味
、
世
代
交
流
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
仲
間
づ
く
り
の
支
援

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
な
ど
の
支
援
を

行
う
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
設
立

・
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
Ｉ
Ｔ

講
習

●
地
域
気
象
・
交
通
情
報

・
気
象
状
況
や
交
通
状
況
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
表
示

・
安
全
・
安
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト

の
表
示
や
事
故
・
災
害
時
の
緊
急
連
絡

手
段
の
提
供

・
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
気
象
情
報
な
ど

現
在
、
16
年
度
に
整
備
予
定
の
公
共
機

関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
）
の
補
助
を
国
に

要
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭
ま
で

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
様
を
決
定
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
15
年
度
末
ま

で
に
策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

各
家
庭
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
で

予
定
し
て
い
る
「
新
世
代
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
施
設
整
備
事
業
」
補
助
申
請
に
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
意
向
調
査
が
必
要
な
た
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ョ
ン
が
ま
と
ま
っ
た

段
階
で
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
地
域
の
Ｉ
Ｔ
を
、
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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業
務
の
効
率
化
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
促

進
。
申
請
や
手
続
き
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
経
由
で
必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
、
必

要
な
窓
口
は
１
か
所
・
１
回
で
済
む
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
。
入
札
や
電
子
投
票
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
が
、
本
人
確
認
方
法
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
な
ど
を
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

※
９
　
情
報
通
信
基
盤

高
度
情
報
社
会
の
実
現
に
必
要
な
、
大

容
量
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
、
情
報
通
信
を
支
え
る
基
盤
と
な
る

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。

※
10

地
域
情
報
化

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
情
報
流
通
の
活
発
化
や
情
報
発
信

能
力
の
増
大
を
目
指
す
な
ど
、
高
度
情
報

化
社
会
に
対
応
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
う

こ
と
。

※
11

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

C
o
m
m
u
n
ity
A
n
te
n
n
a
T
e
le
V
isio
n

の
略
。日
本
語
で
は「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」。

山
間
部
な
ど
、
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
の
電

波
が
届
き
に
く
い
地
域
で
も
テ
レ
ビ
の
視

聴
を
可
能
に
す
る
と
い
う
目
的
で
開
発
さ

れ
た
テ
レ
ビ
の
有
線
放
送
サ
ー
ビ
ス
。
近

年
で
は
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
電
話
サ
ー
ビ

ス
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
サ
ー

ビ
ス
に
、
都
市
部
や
難
視
聴
中
山
間
部
な

ど
で
も
加
入
者
を
増
や
し
て
い
る
。

※
12

Ｉ
Ｐ
電
話

電
話
を
か
け
る
相
手
と
の
間
の
通
信
経

路
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
て

い
る
Ｉ
Ｐ
技
術
を
利
用
し
た
電
話
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
こ
と
。
Ｉ
Ｐ
電
話
で
使
用
し
て

い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
１
つ
の
回
線

を
多
数
の
会
話
で
併
用
で
き
る
な
ど
従
来

の
電
話
よ
り
も
回
線
の
使
用
効
率
が
優

れ
る
た
め
、
全
国
一
律
の
低
い
コ
ス
ト

で
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
最
近
で
は
公
衆
電
話
サ
ー
ビ
ス

と
通
話
を
可
能
に
す
る
「
０
５
０
」
局

番
を
付
与
す
る
こ
と
で
全
国
的
に
急
速

に
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

※
13

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
入
り
口
（
＝por-

ta
l

）
と
な
る
巨
大
な
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
。

利
用
者
が
そ
の
場
所
（
＝
サ
イ
ト
）
か

ら
地
域
情
報
や
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
な
ど

へ
入
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報

総
合
入
口
の
こ
と
。
地
域
の
情
報
発
信

基
地
と
し
て
「
地
域
ポ
ー
タ
ル
」
な
ど

と
称
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

全
、
幸
せ
な
地
域
へ
と
変
わ
る
べ
き
な
の

か
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
中
で
す
。

将
来
に
向
け
て
考
え
ら
れ
る
情
報
化
の
分

野
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
防
　
災

・
大
規
模
災
害
時
の
緊
急
通
報
・
安
全
確

認
シ
ス
テ
ム

・
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
に
よ
る
防
災
監
視
（
雪

害
・
土
砂
災
害
な
ど
）

セキュリティ対策� インターネット閲覧�
情報検索�
学校間交流�

インターネット�

パソコンの画面をスクリーン�
表示し遠隔授業・ＩＴ教育�
研究発表などに利用します�

生徒用端末�

生徒用端末�

生徒用端末�

ＤＶカメラ�

ＤＶカメラ�

教育支援装置�

情報センター�

Ｂ町�

Ｂ小学校�

Ａ小学校�

Ａ町�

●
行
　
政

・
24
時
間
３
６
５
日
開
か
れ
、
電
子
に
よ

り
各
種
申
請
、
入
札
、
投
票
な
ど
が
可

能
な
自
治
体

●
教
　
育

・
圏
域
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
生
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境

●
保
健
・
医
療

・
在
宅
患
者
の
遠
隔
医
療
ケ
ア
、
診
察
の

電
子
予
約

・
公
共
運
動
施
設
の
情
報
・
予
約
サ
ー
ビ

ス
●
福
　
祉

・
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

に
対
す
る
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム

・
保
育
所
や
児
童
館
及
び
育
児
相
談
な
ど

の
情
報
提
供

・
障
害
者
・
高
齢
者
に
対
応
し
た
情
報
シ

ス
テ
ム
・
機
器
の
導
入

●
新
産
業
創
出

・
地
域
内
の
住
民
や
企
業
が
一
体
と
な
っ

て
参
加
す
る
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（
※
13
）
の
構
築

・
地
域
内
で
行
う
新
規
情
報
化
シ
ス
テ
ム

の
研
究
・
開
発
の
支
援

・
情
報
化
に
対
応
し
た
優
遇
制
度
の
創

設
、
人
材
の
確
保
や
養
成
な
ど

●
既
存
の
地
域
産
業
支
援

・
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
へ
の
効
果
的
な
支
援

・
農
家
な
ど
既
存
産
業
の
情
報
化
に
対
す

る
支
援

・
異
業
種
間
な
ど
の
情
報
交
換
の
場
の
提

供

十日町地域高速通信体系整備構想

ケーブルテレビ局�

タップオフ�

モデム�

パソコン�

保安器�

ＶＴＲ�

日　時　16年１月31日G・２月１日A
会　場　十日町情報館
問合せ　十日町地域広域事務組合

企画振興課　157-2637
ホームページ

http://www.echigo-tsumari.jp/mmf04/

ＩＴを身近に感じてもらうため、「マルチメディア

フェスティバル2004in越後妻有」を開催します。

マルチメディアフェスティバル2004 in 越後妻有マルチメディアフェスティバル2004 in 越後妻有

情
報
化
に
よ
る

多
様
な
サ
ー
ビ
ス

十
日
町
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ビ
ジ
ョ
ン

公
共
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
（
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
）

各
家
庭
ま
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
（
新
世
代

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
整
備
事
業
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

検
討
経
緯
と

情
報
化
整
備
方
針



ン
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
朝
か
ら
ご
は
ん

を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ご
は
ん
で
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防

現
在
、
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
が
増
加
し
て

お
り
、
原
因
の
一
つ
と
し
て
動
物
性
脂
肪

の
増
加
な
ど
、
食
生
活
の
変
化
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
を
予
防
す
る

に
は
、
多
品
目
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
少
し
ず

つ
食
べ
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
を
実
現

す
る
の
が
ご
は
ん
食
な
の
で
す
。

ご
は
ん
を
主
食
に
す
る
と
、
魚
・
大

豆
・
繊
維
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
副
食
と
の
組

み
合
わ
せ
が
可
能
に
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
に
な
り
ま
す
。

16
年
度
か
ら
新
米
政
策
実
施

米
消
費
は
、
近
年
毎
年
約
13
万
ト
ン
ず

つ
減
少
し
て
い
ま
す
。
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
需
要
以
上

の
生
産
は
、
米
価
の
下
落
を
招
き
ま
す
。

そ
こ
で
国
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
新
た

な
米
政
策
を
実
施
し
、
需
要
に
応
じ
た
主

体
的
な
生
産
調
整
を
行
え
る
プ
ロ
の
農
業

経
営
者
の
成
長
・
拡
大
を
支
援
、
効
率
的

で
安
定
し
た
生
産
構
造
構
築
を
目
指
し
ま

す
。
併
せ
て
安
心
・
安
全
な
米
の
生
産
体

制
や
流
通
制
度
を
整
備
し
ま
す
。

16
年
度
か
ら
始
ま
る
新
し
い
諸
制
度
は

18
年
度
に
一
旦
検
証
し
、
20
年
度
に
は
農

業
者
・
農
業
者
団
体
が
自
ら
需
要
に
応
じ

た
生
産
を
行
う
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。そ
し
て
22
年
度
に
は
、

米
づ
く
り
の
「
本
来
あ
る
べ
き
姿
」
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

生
産
調
整
面
積
か
ら
生
産
数
量
の
配
分
へ

当
面
の
需
給
調
整
は
、
行
政
（
国
）
及

び
農
業
者
団
体
が
前
年
の
売
れ
た
量
を
基

本
と
し
た
需
給
予
測
に
基
づ
い
た
生
産
目

標
数
量
と
作
付
面
積
を
農
業
者
へ
配
分
し

ま
す
。
将
来
は
、
需
給
見
通
し
を
前
提
に
、

毎
年
ど
の
程
度
の
生
産
を
行
う
か
農
業
者

自
ら
が
主
体
的
に
判
断
し
、
必
要
に
応
じ

て
農
業
者
団
体
が
農
業
者
に
生
産
目
標
数

量
を
配
分
し
ま
す
。

農
地
を
集
積
し
担
い
手
を
育
成
・
支
援

一
定
規
模
以
上
の
水
田
経
営
を
行
う
認

定
農
業
者
や
集
落
経
営
体
等
へ
の
農
地
利

用
集
積
を
進
め
、
地
域
ご
と
に
将
来
の
主

体
的
な
農
業
を
行
え
る
担
い
手
を
明
確
化

し
ま
す
。
担
い
手
に
は
、
担
い
手
経
営
安

定
対
策
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金

今
後
は
地
域
自
ら
の
発
想
・
戦
略
で
米

以
外
の
作
物
の
本
作
化
を
目
指
す
た
め
、

主
に
担
い
手
を
中
心
と
し
た
作
物
本
作
化

の
取
組
を
支
援
し
、
産
地
づ
く
り
推
進
交

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
農

業
者
単
位
の
全
国
と
も
補
償
な
ど
は
廃
止

さ
れ
ま
す
。

過
剰
米
対
策
　
集
荷
円
滑
化
対
策

豊
作
に
よ
る
過
剰
米
対
策
と
し
て
は
、

集
荷
円
滑
化
対
策
を
創
設
し
、
拠
出
金
を

集
め
、
主
食
用
と
区
分
し
て
安
価
に
出
荷

し
た
過
剰
米
に
対
し
て
短
期
融
資
を
行
っ

て
一
旦
市
場
か
ら
隔
離
し
ま
す
。
隔
離
す

る
こ
と
で
大
量
の
過
剰
米
が
出
て
も
米
価

の
下
落
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
で
所
得
確
保

現
在
の
稲
作
経
営
安
定
対
策
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
生
産
調
整
を
行
い
、
集
荷
円

滑
化
対
策
に
拠
出
し
た
農
業
者
は
、
稲
作

所
得
基
盤
確
保
対
策
に
加
入
で
き
ま
す
。

米
価
が
下
落
し
た
場
合
、
収
入
に
対
す
る

影
響
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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話
題
の
ア
ミ
ノ
酸
も
豊
富

私
た
ち
の
体
の
約
20
％
が
た
ん
ぱ
く
質

な
ど
20
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
で
で
き
て
い
ま

す
。
ア
ミ
ノ
酸
は
体
内
で
合
成
さ
れ
な
い

も
の
も
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
適
量
を
食

事
か
ら
補
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
は
ん
は
、
体
内
で
合
成
で
き
な
い
必

須
ア
ミ
ノ
酸
（
た
ん
ぱ
く
質
）
も
バ
ラ
ン

ス
よ
く
含
み
ま
す
。
ま
た
、
ご
は
ん
に
不

足
気
味
で
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
の
リ
ジ
ン
は
、

豆
類
に
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
お
り
、
豆
類

に
少
な
い
メ
チ
オ
ニ
ン
は
米
に
た
く
さ
ん

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
味
噌
や
豆
腐
な
ど
の
大
豆
製

品
と
ご
は
ん
の
組
み
合
わ
せ
は
、
ア
ミ
ノ

酸
の
確
保
に
理
想
的
な
の
で
す
。

ご
は
ん
で
ヘ
ル
シ
ー
ダ
イ
エ
ッ
ト

ご
は
ん
は
太
る
原
因
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

お
米
に
含
ま
れ
る
炭
水
化
物
は
、
バ
タ
ー

や
肉
に
含
ま
れ
る
脂
肪
よ
り
も
優
先
的
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
使
わ
れ
る
た
め
で
す
。

粒
り
ゅ
う

食
し
ょ
く

の
ご
は
ん
は
、
そ
し
ゃ
く
が
必
要

で
、
消
化
吸
収
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
体
に
脂
肪
を
た
め
る
イ
ン
ス

リ
ン
（
体
脂
肪
合
成
を
促
す
作
用
が
あ
る

ホ
ル
モ
ン
）
の
分
泌
も
ゆ
っ
く
り
と
穏
や

か
な
こ
と
か
ら
、
肥
満
や
糖
尿
病
予
防
に

有
効
な
働
き
を
し
ま
す
。

ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
の
水
で
炊
き
上
げ
る
た

め
、
満
腹
感
が
あ
る
わ
り
に
は
低
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は
最
適
で
す
。

ご
は
ん
は
、
整
腸
作
用
の
あ
る
食
物
繊

維
と
同
様
の
働
き
を
す
る
難
消
化
デ
ン
プ

ン
（
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
ス
タ
ー
チ
）
を
含
み

ま
す
。
腸
内
の
有
害
物
質
が
体
内
に
吸
収

さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
な
ど
、
便
秘
予

防
・
肌
荒
れ
防
止
、
大
腸
が
ん
予
防
な
ど

に
有
効
で
す
。

さ
ら
に
ご
は
ん
は
、
塩
分
や
動
脈
硬
化

を
も
た
ら
す
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
な
く
、

肥
満
の
も
と
に
な
る
脂
質
も
少
な
い
た
め
、

高
血
圧
・
高
脂
血
症
や
心
臓
病
な
ど
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
も
有
効
で
す
。

ま
た
、
ご
は
ん
と
い
っ
し
ょ
に
大
豆
製

品
と
食
後
の
お
茶
を
と
る
こ
と
で
、
米
の

栄
養
素
サ
イ
ア
ミ
ン
、
大
豆
の
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
、
お
茶
の
カ
テ
キ
ン
が
相
乗
効
果
を

も
た
ら
し
ま
す
。「
相
乗
効
果
に
よ
り
、
ガ

ン
や
生
活
習
慣
病
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る

活
性
酸
素
を
消
去
す
る
機
能
が
飛
躍
的
に

増
加
す
る
」
と
い
う
研
究
結
果
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

ご
は
ん
で
勉
強
は
か
ど
る
ぞ

ご
は
ん
に
豊
富
に
含
ま
れ
る
炭
水
化
物

は
脳
の
働
き
を
活
発
に
し
、
体
内
で
ス
タ

ミ
ナ
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
グ
リ
コ
ー
ゲ

8

お
米
の
ミ
ラ
ク
ル
パ
ワ
ー
！

お
い
し
い
ご
は
ん
で
健
康
生
活

ごはんがうまいY

おかわりZ

最近の私たちの食生活をみると、お米の消

費が減少する一方で、脂質のとり過ぎが目立

っています。脂質のとり過ぎは生活習慣病の

原因にもなります。食生活を考えていく中で、

もう一度ごはんを中心とした栄養バランスの

とれた食生活の良さを見直してみませんか。

米政策改革大綱における改革の道すじ�

平成15年� 16年� 17年� 18年� 19年（5年後）� 20年� 21年� 22年（8年後）�

・国と農業者団体が米の生�

　産目標数量を配分�

・生産目標数量は、前年の�

　実際に売れた量を基礎に�

　設定�

・売れ残った場合は、翌年�

　の生産目標数量を減ずる�

・消費者や加工業者などの�
　さまざまな需要に応じた品�
　質・価格の米を、必要な量�
　だけ生産。�
・米の生産の約６割を担い手�
　と呼ばれる効率的・安定的�
　農業経営者が生産。�
　（21世紀の食料安定供給体�
　制を構築）�

実行過程の�
チェック（毎年）�

中間目標（需給調整）� 目標年次�
検 証�

準備期間�

◎水田農業ビジョン�

米づくりの�
本来あるべき姿とは…�

数量調整システム�

改
革
の�

実
行
ス
タ
ー
ト�

米
づ
く
り
の�

本
来
あ
る
べ
き�

姿
の
実
現�

遅くとも20年（または19年）には農
業者・農業者団体が需要に応じた
生産を自主的な判断で行う需給調
整システムの構築�

米
政
策
改
革

米
づ
く
り
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
て

米
政
策
改
革

米
づ
く
り
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
て

お
米
の
ミ
ラ
ク
ル
パ
ワ
ー
！

お
い
し
い
ご
は
ん
で
健
康
生
活

ご
は
ん
で
大
腸
ガ
ン
や

生
活
習
慣
病
を
予
防



雪
お
ろ
し
作
業
は
安
全
を
第
一
に
考
え
、

足
も
と
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
雪
な
ど
の
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を
え
ず
道
路

に
投
げ
捨
て
た
と
き
は
、
速
や
か
に
片
付

け
て
く
だ
さ
い
。
落
雪
式
屋
根
の
軒
下
に

は
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
は
隣
接
す
る
家
の
人
に
声
を

掛
け
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。

火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
建
物
の

非
常
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
防
火
水
槽

や
消
火
栓
の
除
雪
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
消
雪
池
・

流
雪
溝
へ
の
転
落
事
故
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
作
業
中
は
必
ず
誘
導
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。
除
雪
作
業
を
す
る
と

き
は
必
ず
誘
導
員
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

小
型
除
雪
機
の
事
故
が
毎
年
多
発
し
て

い
ま
す
。
雪
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
取
り
除
く
な
ど
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
中
は
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開
い
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
赤
い
旗
を

掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
終
了
後
は

速
や
か
に
ふ
た
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
転
落
防
止
の
た
め
、
ふ
た
に
付
け
て
あ

る
十
字
枠
は
絶
対
に
外
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

③
道
路
の
中
央
に
設
置
し
て
あ
る
投
雪
口

を
利
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
誘
導
員
を

置
い
て
く
だ
さ
い
。

④
河
川
へ
の
多
量
の
投
雪
は
水
上
が
り
の

原
因
に
な
る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。
除
雪
作

業
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
運
転
者
は
水
は
ね
な
ど
で
歩
行
者
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
気
配
り
あ
る
運
転

を
し
ま
し
ょ
う
。

降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、
交
通
規
制

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

例
年
11
・
12
月
に
は
、
高
齢
者
を
中
心

と
し
た
歩
行
者
が
被
害
者
に
な
る
交
通
死

亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
で

も
、
11
月
に
入
っ
て
か
ら
交
通
死
亡
事
故

が
15
件
発
生
し
、
16
人
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

16
人
の
死
亡
者
の
年
齢
・
事
故
状
況
の

内
訳
を
見
て
み
る
と
、
10
人
が
高
齢
者
、

ま
た
8
人
が
横
断
歩
行
中
の
事
故
、
さ
ら

に
8
人
が
夜
間
の
事
故
に
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
7
日
f
、
下
条
地
区
で
発
生
し
た
死

亡
事
故
も
高
齢
者
・
横
断
歩
行
中
・
夕
暮

れ
時
の
事
故
で
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
」、
歩
行
者
は
「
明
る
い
目
立
つ
服
装
」

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
、
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
忘
年
会
な
ど
で

お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
重
大
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
年
末
の
交
通
事
故

防
止
運
動
期
間
中
に
、
十
日
町
警
察
署
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
飲
酒
運
転
防
止

な
ど
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性

を
認
識
し
、
「
少
し
し
か
飲
ん
で
い
な
い

か
ら
大
丈
夫
」な
ど
の
甘
い
考
え
は
捨
て
、

「
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
車
を
運
転
し
て
き
た
人
に

は
、
酒
類
を
出
さ
な
い
な
ど
家
庭
、
地
域
、

職
場
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し

ょ
う
。
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建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室

（
1
57-

３
１
１
１
内
線
２
７
１
）

除
雪
セ
ン
タ
ー（
下
島
1
57-

２
８
９
４
）

問合せ

・高齢歩行者を認めたら、横断やふらつき

を予測して運転しましょう。

・夕暮れ時は早めにライトを点灯し、速度

を落として慎重に運転しましょう。

・飲酒運転は、本人だけでなく家族も巻き

込み、家庭の崩壊・身の破滅につながり

ます。飲酒運転は絶対にやめましょう。

平成15年１月から11月までの間に、市内で発生

した交通事故で３人の尊い命が失われました。

「ゆく年を無事故でしめて来る年へ」12月11日

Eから31日Dまでの21日間は、年末の交通事故

防止運動期間です。交通事故を起こさないよう、

また、遭わないよう運転者も歩行者もお互いに注

意しましょう。

交通事故防止のポイント

ちょっとした油断が�
最大の惨事に�

ちょっとした油断が�
最大の惨事に�

年末の交通事故
防止にご協力を

夜
間
歩
行
者
の

死
亡
事
故
多
発

飲
酒
運
転
を

追
放
し
よ
う

過去５年間の市の交通事故発生状況 十日町市内の交通死亡事故（平成15年）

※15年は11月30日現在

年

10

11

12

13

14

15

日　時 場　所 事故形態 死　亡

４月23日e
午前０時40分ころ

野　中
普通乗用車が道路
下の水田に転落

50代女性
同乗者死亡

８月16日g

午前０時ころ
土　市

普通乗用車が前方
を歩行中の男性に
衝突

50代男性
歩行者死亡

11月７日f

午後６時ころ
下　条

軽貨物車が横断歩
道中の男性に衝突

70代男性
歩行者死亡

件数

248

249

249

224

225

186

死者数

3

1

6

4

0

3

傷者数

289

326

293

262

290
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水道管・蛇口の凍結防止は
万全ですか

冷え込みがきびしくなると、屋外の水道管や

蛇口が凍って破裂することがあります。凍結事

故による修理費と水道料金は、使用者の負担に

なります。十分な防寒対策を行いましょう。

◆凍結防止対策…凍結しやすい箇所に保温材を

巻く。（発泡スチロールなど水を吸収しない

素材が有効）

◆破裂したとき…メーターボックス内の止水栓

を閉じてから、指定工事店に修理をお願いし

てください。

今年度から、簡易水道地区の冬期間（１・３

月）の水道メーター検針を実施します。ご協力

お願いします。

■問合せ＝十日町市水道局

（157-3111内線244）

NTT・東北電力から
お願いします

◆屋根の雪おろし作業をするときは、電線・電

話線の切断に注意してください。

◆ロータリー除雪車などで除雪作業をするとき

は、雪を電線・電話線の方向に飛ばさないで

ください。また、除雪車を電線などに接触さ

せないよう注意してください。

◆変圧器や電線に触れると感電する恐れがあり

ます。電線が切れて路上などに落ちていても、

絶対にさわらないでください。見つけたとき

は至急東北電力までお知らせください。

■問合せ＝

NTT-ME新潟六日町支店（1025-778-1616）

東北電力㈱十日町営業所（152─3107）

気
温
が
低
く
降
雪
が
続
く
時
期
や
融

雪
期
に
は
、
雪
崩
が
起
こ
り
や
す
く
な

っ
て
い
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
雪

山
の
登
山
や
ス
キ
ー
場
な
ど
で
は
、
危

険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
雪
崩
の
兆
候
や
危
険
な
場
所

を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
、

十
日
町
市
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
ま

た
は
最
寄
り
の
土
木
（
砂
防
）
事
務
所

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
崩
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
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フィリピンで地理情報システムを構築

青年海外協力隊15年度第２次隊に参加する吉田大介さん

（宮下町西・24歳）が11月28日f、市長を表敬訪問しまし

た。吉田さんは12月８日bから２年間、フィリピン・ルソ

ン島の国家開発経済庁で地理情報システムのデータベース

構築にあたります。「フィリピンは第１志望。希望がかなっ

てうれしい。若い自分が教えるのは年上の人だと思うが、

うまくやっていきたい」と抱負を話していました。

「キナーレ」にイルミネーション設置

越後妻有交流館「キナーレ」の回廊に、リボンのレリー

フや流れ星などをあしらったイルミネーションが飾られ、

11月22日g午後６時から点灯式が行われました。これは、

冬期間の「キナーレ」への集客を目的にしたもので、来年

２月末まで日没から閉館の午後10時まで点灯されています。

3,500個の発光ダイオードが放つ光は、まさに幻想的。「明

石の湯」のご利用と合わせ、ぜひ一度ご覧ください。

ク
ロ
ス
10
主
催
の
「
染
職
文
化
祭
」

が
11
月
22
日
g
〜
25
日
c
の
4
日
間
、

ク
ロ
ス
10
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
も
県
内
か
ら
一
般
公

募
さ
れ
た
「
和
」
を
基
調
と
し
、
染
色

技
術
を
活
用
し
た
和
装
品
・
工
芸
品
の

受
賞
作
品
と
推
奨
作
品
49
点
が
展
示
・

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
染
織
文
化
大
賞
に

は
、
星
名
好
男
さ
ん
（
妻
有
町
東
２
）

の
絞
り
染
め
作
品
（
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
）

「
響
き
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

染
職
文
化
の
力
作
が
一
堂
に

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

tokamachi topics

9
月
1
日
か
ら
元
気
で
１
０
０
歳
を
目

指
す
、
「
た
っ
し
ゃ
で
１
０
０
」
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

「
た
っ
し
ゃ
で
１
０
０
」
事
業
は
、
市

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
で
、
市
が
主
催

も
し
く
は
共
催
す
る
健
康
や
生
き
が
い
づ

く
り
な
ど
の
催
し
に
参
加
し
た
と
き
、
そ

の
都
度
ポ
イ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
、
20
ポ
イ

ン
ト
た
ま
る
と
「
明
石
の
湯
」
な
ど
の
無

料
入
浴
が
1
回
で
き
ま
す
。
す
で
に
20
人

以
上
の
人
が
達
成
し
、
市
内
の
温
浴
施
設

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
ス
タ
ー
ト
時
よ
り
も
対
象
に

な
る
事
業
を
拡
大
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
合
せ

介
護
保
険
課
高
齢
福
祉
係
1

57
│
３
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

平
成
13
年
の
市
の
検
診
で
血
糖
値
が
高

い
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
食

事
制
限
と
合
わ
せ
、
総
合
体
育
館
通
い
を

続
け
て
い
ま
す
。
仕
事
が
終
わ
る
と
夕
食

を
食
べ
ず
に
総
合
体
育
館
に
行
き
、
バ
イ

ク
・
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
を
１
時
間
く
ら
い
行
い
ま
す
。
す

で
に
20
ポ
イ
ン
ト
を
３
回
ク
リ
ア
し
、「
明

石
の
湯
」を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

目
標
は
標
準
体
重
の
54
㎏
、
あ
と
５
㎏
以

上
落
と
し
た
い
ん
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

達
成
者
続
々

目
指
せ
、
た
っ
し
ゃ
で
１
０
０
歳

県内初の「棚橋賞」受賞
竹内俊道さん（四日町2・52歳）

大場文子さん

（高田町２・61歳）

「第51回全国博物館大会」で竹内

俊道さん（市博物館副館長）が「棚橋

賞」を受賞しました。棚橋賞は、日本

博物館協会の機関誌「博物館研究」に

掲載された１年間の論文の中から最優

秀論文を選び授与するものです。今回、

十日町市博物館の事業や実践記録が盛

り込まれた竹内さんの論文「地域に根

ざした博物館活動を目指して」が対象

になりました。

この受賞で十日町市の文化力の高さ

を全国に発信しました。
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独り暮らし等高齢者�
　　安心ネットワーク事業の概要�

２日間以上�
・郵便物や新聞が滞っている�
・玄関などが開いたままに�
　なっている�
その他、普段と様子が異なる�

「何かおかしい」�
市役所�

民生委員�
　　に連絡�

高齢者宅へ�

状況に応じて�
関係機関や�
親族などに連絡�

消防署�
警察署�

民生委員不在の民生委員不在の�
場合は市の職員場合は市の職員�
民生委員不在の�
場合は市の職員�

緊急時�

新聞配達員�
日本食品衛生協会長賞受賞
川上浩三さん（駅通り・64歳）

十日町食品衛生協会総務部長の川上

浩三さんが（社）日本食品衛生協会会

長表彰を受賞しました。川上さんは昭

和41年、駅通りに飲食店「かしわ」

を開業。以後、十日町飲食店組合長、

十日町食品衛生協会事務長、同十日町

分会長などを務め、食協役員として食

品衛生行政に積極的に協力するととも

に、業界の指導にあたってきました。

今回の表彰は、これらの功績が評価

されたものです。

全国的に高齢化が進んでおり、十日町市も４月１日現在で65歳以上人

口が25％を超えました。市では、高齢者が安心して生活できるまちづく

りを目指して、市内の新聞販売事業所及び民生委員から協力いただき、

12月１日から「独り暮らし等高齢者安心ネットワーク事業」に取り組ん

でいます。

目
標
は
標
準
体
重
54
㎏
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ボ
ケ
は
、小
ボ
ケ（
軽
度
痴
ほ
う
）、

中
ボ
ケ
（
中
度
痴
ほ
う
）
、
大
ボ
ケ

（
重
度
痴
ほ
う
）
の
３
段
階
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
ボ
ケ
に
な

る
と
、
な
か
な
か
治
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
小
ボ
ケ
・
中
ボ
ケ
は
早

い
段
階
で
気
づ
き
、
手
を
打
つ
こ
と

で
、
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
ボ
ケ
は
、
「
家
庭
生
活
に
あ
ま

り
支
障
が
な
い
が
、
地
域
や
職
場
な

ど
の
社
会
生
活
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
く
る
」
レ
ベ
ル
で
す
。
中
ボ
ケ
は
、

「
身
の
回
り
の
こ
と
は
ど
う
に
か
で

き
て
も
、
家
庭
生
活
に
は
っ
き
り
と

支
障
が
出
て
く
る
」
レ
ベ
ル
で
す
。

一
般
的
に
ボ
ケ
と
い
わ
れ
る
の
は
、

「
身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
問
題
行
動
な
ど
が
起
き
る
」
レ

ベ
ル
の
大
ボ
ケ
の
状
態
で
す
。

市
の
介
護
保
険
の
利
用
原
因
と
な

っ
た
病
気
の
内
訳
は
、
第
１
位
‥
脳

卒
中
（
35
％
）
、
第
２
位
‥
痴
ほ
う

（
18
％
）、
第
３
位
‥
関
節
の
病
気
や

骨
折
（
17
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
に
、
２
割
近
い
人
が
痴
ほ
う
を
理

由
に
介
護
保
険
を
使
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ケ
を
予
防
・
改
善
す
る
秘
け
つ

は
、
楽
し
み
な
が
ら
感
性
・
知
性
・

体
力
を
鍛
え
る
な
ど
、
積
極
的
な
生

き
方
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
姿
勢

が
幅
広
く
脳
全
体
を
刺
激
し
、
ボ
ケ

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

楽
し
く
て
や
め
ら
れ
な
い
よ
う
な

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
を
見
つ
け
、
地
域
や
趣
味

を
基
に
し
た
仲
間
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

各
地
区
の
公
民
館
活
動
も
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

おおくま　ゆうかちゃん　平成13年８月10日生まれ　川治下町２

ち
ゃ
ん

大
熊
　
優
香 コアラのお人形とカレーライスが大好きなゆうかちゃん。「これなあに？」

何にでも興味津々です。なかよしランドへは、大好きなおばあちゃんと一度も

休まず行きました。♪大きな栗の木の下で～♪歌いながらじょうずに踊れます。

ボ
ケ
の
な
い

ま
ち
を
目
指
し
て

ボ
ケ
を
知
ろ
う
！

介
護
保
険
の
利
用
原
因
は
？
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・夢中になれる趣味や遊びを持つ

・共通の趣味をもった仲間を作る

・生きがいや喜び、感動を発見する

・精神的な張りと緊張感のある

生活をおくる

・定期的に運動する

（１日5,000歩程度を目安に！）

ボケ予防５か条

予
防
・
改
善
す
る
に
は
？

伝
統
工
芸
士
の
試
験
で
は
、
規
模
の
違
い

に
と
ま
ど
い
ま
し
た
ね
。
い
つ
も
は
大
き
い

染
バ
ス
で
染
め
て
い
る
の
が
、
試
験
で
は
ビ

ー
カ
ー
で
す
か
ら
。
き
ち
ん
と
色
が
出
る
の

か
不
安
で
し
た
。
東
京
や
名
古
屋
な
ど
の
販

売
会
の
お
手
伝
い
に
行
き
ま
す
が
、
伝
統
工

芸
士
の
肩
書
き
は
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。
や

は
り
、
お
客
様
に
訴
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。

普
段
は
染
色
は
も
ち
ろ
ん
、
内
職
か
ら
あ

が
っ
て
き
た
反
物
の
絞
り
忘
れ
確
認
な
ど
も

大
切
な
仕
事
で
す
。
商
品
が
で
き
た
と
き
に

傷
が
な
い
よ
う
に
時
間
を
割
い
て
い
ま
す
。

き
も
の
に
と
っ
て
絞
り
は
重
要
で
、
確
認
作

業
に
時
間
を
か
け
な
い
と
だ
め
な
ん
で
す
。

市
内
の
機
屋
に
勤
め
、
染
色
技
術
を
持
つ

15
人
ほ
ど
で
作
る
「
藍
サ
ー
ク
ル
」
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
染
織
文
化
祭
や
市
展
で
も
、

仲
間
が
多
数
賞
に
入
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
活
動
が
普
段
の
き
も
の
創
作
に
つ
な
が
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
担
当
分
野
だ

け
で
な
く
、
染
め
や
構
図
な
ど
す
べ
て
自
分

で
行
っ
た
「
ア
ー
ッ
ト
ゆ
か
た
大
集
合
」
は
、

感
性
が
磨
か
れ
ま
し
た
。

自
分
が
作
っ
た
き
も
の
を
着
て
い
る
人
を

見
る
と
、
う
れ
し
く
て
声
を
か
け
た
く
な
り

ま
す
。
き
も
の
は
、
買
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
、

着
て
も
ら
う
の
が
一
番
で
す
。

将
来
、
自
分
で
構
図
を
作
り
、
絞
り
や
染

め
も
自
分
で
行
い
、
１
か
ら
10
ま
で
好
き
な

よ
う
に
作
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

東
京
で
約
５
年
間
、接
客
業
に
就
い
た
後
、

今
春
十
日
町
に
戻
り
、
８
月
か
ら
働
い
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
が
好

き
で
、
興
味
は
あ
り
ま
し
た
。

今
は
覚
え
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
、
大
変

で
す
。
特
に
、
お
客
様
へ
の
「
い
か
が
で
す

か
？
」
の
一
言
が
難
し
い
ん
で
す
。
声
の
か

け
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
毎
日
が
勉
強
で

す
。
今
ま
で
自
分
か
ら
聞
く
こ
と
は
、
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
お
客
様
が

満
足
す
る
ま
で
、
親
身
に
な
っ
て
要
望
を
聞

い
て
い
ま
す
。
お
客
様
が
笑
顔
で
、
満
足
し

て
商
品
を
買
っ
て
く
れ
る
と
、
う
れ
し
い
で

す
ね
。
仕
事
は
難
し
い
け
ど
、
楽
し
い
で
す
。

東
京
に
は
、
お
店
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

て
、
得
る
も
の
も
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
時
間
や
生

活
に
追
わ
れ
、
き
つ
か
っ
た
で

す
。
十
日
町
は
、
東
京
と
違
っ

て
何
か
に
追
わ
れ
ず
、
の
ん
び

り
し
て
い
て
い
い
で
す
ね
。
自

分
が
の
ん
び
り
し
て
い
る
の
で
、

や
っ
ぱ
り
十
日
町
の
ほ
う
が
合

っ
て
い
ま
す
。

幼
な
じ
み
が
東
京
で
ア
ク
セ

サ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
店
長
を
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
２
人
で
ひ
っ
そ
り
と
、
田
舎
で
お
店

を
や
り
た
い
ん
で
す
。
今
は
ま
だ
、
将
来
の

た
め
に
勉
強
中
で
す
。

桾沢里絵子さん
1979年生まれ　　　　

㈱ハニーズ十日町店勤務

染
色
に
携
わ
り
25
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
色
を
重

視
し
、
常
に
新
し
い
物
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
柄
は
企
画
で
す
が
、
染
め
は
色
で
す
。

お
客
様
へ
の
一
言
が
難
し
い
で
す

青
春

リ
レ
ー

先月の滝沢俊成さんからバトンタッチ105
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昭
和
29
年
生
ま
れ
の
49
歳
。
46
年
、
吉
澤
織
物

㈱
に
入
社
。
以
来
、
染
色
の
経
験
は
25
年
を
越

え
る
。
平
成
７
年
度
、
十
日
町
絣
染
色
部
門
の

伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る
。

石
田
松
男
さ
ん
（
妻
有
町
１
）
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

●
募
集
期
間
＝
12
月
15
日
b
〜
16
年

２
月
29
日
a
●
資
料
請
求
・
問
合
せ

＝
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

（
1
０
２
５
│
２
２
８
│
２
６
５
１
）

住
宅
の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地

は
、
特
例
に
よ
り
事
務
所
や
店
舗
な

ど
住
宅
以
外
の
敷
地
に
使
っ
て
い
る

土
地
に
比
べ
て
固
定
資
産
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
15
年
中
に
次
の
よ
う
な

異
動
が
あ
っ
た
人
は
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
①
こ
れ
ま
で
住
宅
の
敷
地
で

な
か
っ
た
土
地
に
新
築
ま
た
は
増
築

し
た
人
②
事
務
所
や
店
舗
な
ど
を
住

宅
に
変
え
た
人
③
住
宅
を
取
り
壊
し

た
人
ま
た
は
事
務
所
や
店
舗
な
ど
住

宅
以
外
の
も
の
に
か
え
た
人
●
申
告

先
・
問
合
せ
＝
１
月
16
日
f
ま
で
に
、

印
鑑
を
持
参
し
税
務
課
資
産
税
係

（
内
線
１
１
１
）

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
な
ど

の
申
告
に
際
し
、
全
額
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
家
族
の
分
と
し
て
納
め
た

保
険
料
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
●
控

除
の
対
象
と
な
る
保
険
料
は
、
15
年

１
月
〜
12
月
の
１
年
間
に
納
め
た
次

の
金
額
で
す
。
①
毎
月
納
め
た
保
険

料
②
前
納
と
し
て
一
括
で
納
め
た
保

険
料
③
過
去
の
未
納
分
を
納
め
た
保

険
料
④
免
除
期
間
を
納
め
た
追
納
保

険
料
●
領
収
証
書
は
再
発
行
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、「
納
入
証
明
書
」
は

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
領
収
証
書
は
大
切
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
領
収
証

書
な
ど
を
な
く
し
納
付
額
を
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所

に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
内
線
１

５
１
）
ま
た
は
新
潟
社
会
保
険
事
務

局
六
日
町
事
務
所
（
1
０
２
５
―
７

７
０
―
２
２
１
１
）

・
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に

ご
み
収
集
が
不
可
能
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
降
雪
の
た
め
、
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
特
に
２
段
式
の
下
段
）
の

ご
み
を
取
り
出
せ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前

の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
埋
立
て
ご
み
収
集
車
内
で
、
カ
セ

ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
（
卓
上
コ
ン
ロ

用
）
及
び
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が
原
因

と
思
わ
れ
る
発
火
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
使
い
切
っ
た
ら
必
ず
穴
を

開
け
、
鉄
ア
ル
ミ
類
の
資
源
物
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
豆
炭
の
灰
は
、
火
の
気
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
指
定
袋
に
入
れ
、
埋
立

て
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
「
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
ご
み
便

利
帳
」
を
よ
く
見
て
、
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
1
52
｜
３
９
２
４
）

●
市
役
所
＝
12
月
27
日
g
〜
１
月
４

日
a
は
業
務
を
休
み
ま
す
。
た
だ
し
、

市
民
生
活
課
・
健
康
福
祉
課
・
介
護

保
険
課
・
税
務
課
・
会
計
課
・
水
道

局
の
窓
口
は
、
27
日
g
と
29
日
b
の

両
日
、
午
前
中
は
業
務
を
行
い
ま
す
。

●
公
民
館
本
館
・
各
地
区
館
＝
12
月

27
日
g
〜
１
月
５
日
b
休
館
※
12
月

23
日
（
天
皇
誕
生
日
）
休
館

●
博
物
館
＝
12
月
26
日
f
〜
１
月
５

日
b
休
館

●
総
合
体
育
館
＝
12
月
27
日
g
〜
１

月
３
日
g
休
館
※
12
月
24
日
d
は
点

検
の
た
め
午
後
１
時
30
分
ま
で
休
館

●
情
報
館
＝
12
月
29
日
b
〜
１
月
５

日
b
休
館
※
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
証

明
書
の
発
行
は
、
27
日
g
午
後
１
時

〜
５
時
と
28
日
a
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
は
受
け
付
け
ま
す
。

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
12
月
28
日

a
〜
１
月
４
日
a
休
館

【
ご
み
収
集
】
12
月
31
日
d
〜
１
月

４
日
a
は
、
ご
み
収
集
・
焼
却
場
・

高
城
沢
不
燃
物
一
時
保
管
所
の
業
務

を
休
み
ま
す
。
12
月
30
日
c
ま
で
は

平
常
業
務
を
行
い
ま
す
。
年
末
は
大

変
混
雑
す
る
た
め
、
ご
み
を
持
ち
込

む
場
合
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
持
ち
込
み
時
間
＝
▼
焼
却
場
‥
午

前
８
時
45
分
〜
午
後
４
時
45
分
▼
高

城
沢
不
燃
物
一
時
保
管
所
‥
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

【
資
源
物
回
収
セ
ン
タ
ー
】
12
月
31

日
d
〜
１
月
３
日
g
は
業
務
を
休
み

ま
す
。
12
月
30
日
c
ま
で
は
平
常
業

務
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
事
業
系

か
ら
排
出
さ
れ
た
資
源
物
の
搬
入
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。
●
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
し
尿
汲
み
取
り
】
12
月
27
日
g
〜

１
月
４
日
a
は
業
務
を
休
み
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
1
52
│
３
９
２
４
）

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営

●
日
時
＝
１
月
18
日
a
正
午
〜
午
後

３
時
30
分
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
参

加
費
＝
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）
●

申
込
み
＝
12
月
25
日
e
ま
で
に
、
申

込
書
を
公
民
館
本
館
・
各
地
区
館
に

提
出
●
問
合
せ
＝
十
日
町
市
書
道
協

会
・
田
中
澄
雄
（
1
０
９
０
│
２
３

２
７
│
１
０
６
８
）

上
達
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
●
日
時

＝
12
月
23
日
c
〜
27
日
g
午
前
９
時

30
分
〜
10
時
30
分
※
26
日
‥
午
前
８

時
30
分
〜
９
時
30
分
、
27
日
‥
午
後

５
時
30
分
〜
６
時
30
分
●
対
象
＝
幼

児
、
小
・
中
学
生
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
（
1
58
│
３
３
４
３
）

第
55
回
雪
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
し
た
い

中
学
生
・
高
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
＝
２
月
20
日
f
●
会
場
＝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
（
予
定
）
●
募

集
人
数
＝
１
グ
ル
ー
プ
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
12
月
18
日
e
ま
で
に
、
参

加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
内

容
・
代
表
者
連
絡
先
を
記
し
た
企
画

書
を
十
日
町
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
ク
ロ
ス
10
４
階
1
57
│
３
３
４
５
）

に
提
出
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
可

16
年
４
月
１
日
付
採
用
の
施
設
管

理
者
１
人
と
運
転
手
兼
用
務
員
（
日

額
臨
時
職
員
）
若
干
名
を
募
集
し
ま

す
。
●
選
考
方
法
＝
１
次
審
査
‥
書

類
及
び
小
論
文
（
８
０
０
字
以
内
）、

２
次
審
査
‥
面
接
（
１
月
下
旬
予
定
）

※
十
日
町
広
域
圏
６
市
町
村
在
住
で

通
勤
可
能
な
人
を
優
先
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
12
月
26
日
f
ま
で
に
、
指

定
の
採
用
試
験
申
込
書
を
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
〒
９
４
８
│
０
０
８
５

西
寺
町
1
50
│
５
０
１
０
）
に
提
出

【
施
設
管
理
者
】
●
資
格
＝
採
用
日

現
在
満
57
〜
62
歳
で
、
普
通
自
動
車

以
上
の
運
転
免
許
所
有
者
●
給
与
・

手
当
＝
月
額
１
８
２
、
０
０
０
円
・

賞
与
（
年
間
２
か
月
分
）
ほ
か

【
運
転
手
兼
用
務
員
】
●
資
格
＝
採

用
日
現
在
満
57
〜
62
歳
で
、
大
型
運

転
免
許
を
有
す
る
優
良
運
転
経
験
者

●
賃
金
＝
日
額
６
、
４
０
０
円
●
雇

用
期
間
＝
原
則
と
し
て
１
年
間
（
勤

務
優
良
者
は
64
歳
ま
で
更
新
可
）

審
査
結
果
は
、
来
年
行
わ
れ
る
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
０
４
in
越
後
妻
有
で
公
表
さ
れ
ま

す
。
●
募
集
期
間
＝
16
年
１
月
23
日

f
ま
で
●
部
門
＝
一
般
、
小
・
中
学

校
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
携
帯
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
企
画
振
興
課
（
1
57
│
２
６
３
７
）

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
大
学
（
大
学
院
）

で
す
。
●
募
集
学
生
＝
▼
教
養
学
部

‥
全
科
履
修
生
、
選
科
履
修
生
、
科

目
履
修
生
▼
大
学
院
‥
修
士
科
目
生

第
９
回
市
民
書
初
め
大
会

住
宅
用
地
の
異
動
は
申
告
を

年
末
年
始
は

市
の
業
務
を
休
み
ま
す

市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

平
成
16
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

放
送
大
学
学
生
募
集

年
末
年
始
は
ご
み
収
集
・

し
尿
汲
み
取
り
を
休
み
ま
す

ご
み
・
資
源
物
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う

第
55
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
演
者
募
集

越
後
妻
有
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

冬
休
み
短
期
水
泳
教
室

クロス10・キナーレ
年末年始の営業

クロス10
12月30日cまでは平常通り営業

します。31日d・１月１日（元旦）

は休館します。２日f～４日aは新

春初売り（午前９時～午後６時※４

日のみ５時）を開催します。

●問合せ＝クロス10（157－2323）

キナーレ
明石の湯：12月31日d・１月１

日（元旦）は正午から午後７時まで

営業します（31日は定休日ですが

営業します）。

和装工芸館・きもの歴史館・体験

工房館：12月29日bから１月１日

（元旦）まで休館します。

上記以外は平常通り営業します。

●問合せ＝キナーレ（152－0117）

■十日町地域福祉基金へ＝長

井忠志（高山４・50,000円）

■情報館へ＝滝沢栄輔（本町

東１）野沢恒雄（学校町２）

庭野富吉（本町7-2）松岡

秀文（本町6-1）十日町商

工会議所

■博物館へ＝庭野幸男（田川

町２）阿部恭平（栄町）大

渕とよ（貝ノ川）富井栄和

（水沢２）

■赤い羽根共同募金へ＝ボー

イスカウト十日町一団

（60,184円）イオン㈱ジャ

スコ十日町店（2,055円）

寄付ありがとう
11月25日届出分まで

（敬称略）

Ｔ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ ＵＴ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ Ｕ

製
造
業
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
・
異
年
齢
間
の
交
流
・
仲

間
づ
く
り
な
ど
を
応
援
す
る
た
め
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
」

が
12
月
24
日
d
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

●
施
設
名
＝
十
日
町
市
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
」

●
場
　
所
＝
本
町
２
（
旧
新
潟
中
央

銀
行
１
階
）

●
利
用
料
＝
無
料

●
利
用
者
＝
就
学
前
の
乳
幼
児
や
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
、
子
育
て
サ

ー
ク
ル
、
各
種
団
体
な
ど

●
開
所
式
＝
12
月
24
日
d
午
前
９
時

〜
●
開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
●
休
館
日
＝
毎
週
水
曜
日
・
祝
祭
日

●
年
末
年
始
の
休
館
日
＝
12
月
29
日

b
〜
１
月
４
日
a
※
12
月
28
日
a

は
午
後
１
時
か
ら
休
館

●
問
合
せ

健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

（
内
線
１
３
２
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
く
る
る
　

（
1
57
│
１
０
０
８
）

※
く
る
る
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
児

童
館
（
学
校
町
１
・
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
内
）
は
、
12
月
20
日
g
で
閉
館

し
ま
す
。

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

く

る

る

十
日
町
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

12月2
4日

オープン
※
く
る
る
…
み
ん
な
が
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
、
ま
た
来
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
命
名

十
日
町
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー



義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養
育

し
、
前
年
所
得
が
一
定
額
を
超
え
な

い
人
に
、
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
●
手
当
月
額
＝
第
１

子
・
第
２
子
‥
５
、
０
０
０
円
、
第

３
子
以
降
（
一
人
に
つ
き
）
１
０
、

０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）
※
公

務
員
は
各
職
場
へ

父
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
・
監
護
し
て
い
る
母
ま
た

は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
●
支

払
期
間
＝
申
請
の
翌
月
か
ら
児
童
が

18
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
（
障
害
が
あ
る
児
童
は
20
歳
ま
で
）

●
対
象
＝
①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
が
遺
棄
ま
た
は
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
児
童

④
未
婚
の
母
の
児
童
⑤
父
が
生
死
不

明
の
児
童
な
ど
●
支
給
制
限
＝
母
、

扶
養
者
な
ど
の
所
得
制
限
あ
り
。
母

が
事
実
婚
を
し
て
い
る
場
合
や
遺
族

年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
対
象
外

●
手
当
月
額
＝
①
対
象
児
童
１
人
で

全
部
支
給
‥
４
２
、
０
０
０
円
、
一

部
支
給
‥
所
得
に
応
じ
９
、
９
１
０

円
〜
４
１
、
９
９
０
円
の
10
円
き
ざ

み
の
額
②
２
人
目
は
５
、
０
０
０
円

を
加
算
③
３
人
目
以
降
は
１
人
増
す

ご
と
に
３
、
０
０
０
円
を
加
算
●
問

合
せ
＝
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

心
身
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害

を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を
在
宅
で

監
護
し
て
い
る
親
ま
た
は
養
育
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
●
手
当
月
額
＝
１

級
‥
５
１
、
１
０
０
円
、
２
級
‥
３

４
、
０
３
０
円
●
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
障
害
援
護
係
（
内
線
１
３
３
）

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の

在
宅
障
害
児
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
●

手
当
月
額
＝
１
４
、
４
８
０
円
●
問

合
せ
＝
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係

重
度
の
障
害
を
２
つ
以
上
持
つ
、

20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
●
手
当
月
額
＝
２
６
、
６

２
０
円
●
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
障

害
援
護
係

65
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
児

（
者
）
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
●
手
当
月
額
＝

５
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
障
害
援
護
係

６
か
月
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
や

痴
ほ
う
老
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
※
入
院
・

施
設
入
所
期
間
を
除
く
●
手
当
月
額

＝
５
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
介
護

保
険
課
高
齢
福
祉
係
（
内
線
１
３
５
）
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品　　　名番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

規　格 希望価格

本 棚 180㎝×100㎝
木目・ガラス戸

3,000円
くらい

ラ イ ス ボ ッ ク ス 30㎏用 無　料

冷 凍 庫 高120㎝×幅
50㎝×奥50㎝

5,000円
くらい

コ ピ ー 機 シャープ
（Ａ４）

3,000円
くらい

三 面 鏡 新品同様
20,000円
くらい

シングルソファーベット 約１年使用
5,000円
くらい

石油蒸気ボイラー ６か月使用・
160リットル 相談で

紙おむつムーニー・
さらさらコットン

68個入３個・
45個入１個

1,200円
800円

流 し 台 台所用・間口1ｍ
×奥行55㎝ 無　料

事 務 用 机 ・ い す スチール製 無　料

軽自動車夏用中古タイヤ ホンダ・ス
ズキ・三菱

４本１組
500円

学 習 机 木製・焦げ茶色 相談で

芝 刈 り 機 手押し 無　料

２人乗り子ども用ブランコ 金属製・一部
プラスチック 無　料

学　習　机（２机）女児用スチール男児用木製 無　料

Windows95
一体型デスクトップパソコン

PC-9821・V10/C４R
LANボード付（４台） 無　料

綿 ふ と ん 無　料

学　習　机（２机） スチール製
木　製 無　料

洗 濯 機 約10年使用
二槽式 無　料

冷 蔵 庫 約10年使用
２ドア 無　料

学 習 机 スチール 無　料

ス ノ ー タ イ ヤ ・
スタッドレスタイヤ

スズキ・アルト用
PCD100ホイル４ツ穴 相談で

キ ー ボ ー ド ローランド
Ｅ－38 15,000円

1

2

3

4

5

6

ベ ビ ー ベ ッ ド 4,000円～
5,000円くらい

クロスカントリー
スキー競技用

フリー
190㎝くらい 相談で

津南高校男子制服
（上・下）

身長170㎝
くらい 相談で

リヤカー（小型） 相談で

水 槽 大きめの物 相談で

和 装 用 ボ デ ィ 相談で

ゆずってください……

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線158）へ

*ゆずります受付開始 12月15日b 午前９時

ゆずります……

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

む
事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
統
計
調

査
を
12
月
31
日
d
現
在
で
実
施
し
ま

す
。
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
目
的
で
、
調
査
結
果
は
行
政
施

策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
、
ま

た
研
究
資
料
や
教
材
な
ど
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。
調
査
票
の
記
入
内
容
は

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
。
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
総
務
課
文
書
統
計

係
（
内
線
２
２
４
）

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
な
ど
の
入
学
・
在
学
者
の
保
護

者
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
教
育

ロ
ー
ン
」
を
利
用
で
き
ま
す
（
所
得

制
限
あ
り
）。
●
融
資
限
度
額
＝
２

０
０
万
円
●
金
利
＝
年
１
・
６
５
％

（
11
月
10
日
現
在
）
●
返
済
期
間
＝

10
年
以
内
（
在
学
期
間
内
で
元
金
の

据
置
可
）
●
返
済
方
法
＝
毎
月
元
利

均
等
払
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）
●
問

合
せ
＝
国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡
支

店
（
1
０
２
５
８
│
36
│
４
３
６
０
）

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
支
払
う

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
に
名
前

や
電
話
番
号
を
教
え
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
た
め
、
決
し
て
連
絡
せ
ず
、

無
視
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
強
引
な

請
求
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察

署
に
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
万

が
一
、
契
約
（
申
込
み
）
し
て
し
ま

っ
て
も
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
８
日
以
内
に
書
面
で
通
知
す
る

だ
け
で
、
契
約
の
解
除
（
申
込
み
の

撤
回
）
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
乗

用
自
動
車
、
使
用
済
み
の
消
耗
品
、

３
、
０
０
０
円
未
満
の
現
金
取
引
な

ど
は
で
き
ま
せ
ん
。
●
問
合
せ
＝
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５
│

２
８
５
│
４
１
９
６
）
ま
た
は
市
民

生
活
課
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

【
点
検
商
法
】

「
市
役
所
（
消
防
署
）
の
方
か
ら
来

た
」
な
ど
と
安
心
さ
せ
、
消
火
器
・
配

水
管
の
点
検
や
屋
根
の
ふ
き
替
え
・

水
質
調
査
な
ど
を
行
う
。

【
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
商
法
】

実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
在
宅
の

仕
事
を
世
話
す
る
と
言
い
、
高
額
な

教
材
を
買
わ
せ
る
。

現
在
の
割
引
証
を
廃
止
し
、
新
た

に
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
の
み
の
割
引
と
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
割

引
を
適
用
し
ま
す
。
●
改
正
時
期
＝

①
手
帳
の
み
‥
12
月
１
日
b
〜
※
旧

制
度
（
割
引
証
と
手
帳
）
で
の
通
行

は
16
年
５
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す

②
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
‥
16
年
１
月
20
日
c

〜
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
社
会
福

祉
事
務
所
（
健
康
福
祉
課
障
害
援
護

係
・
内
線
１
３
３
）

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
、
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
㈱
、

ツ
ー
カ
ー
グ
ル
ー
プ
（
㈱
ツ
ー
カ
ー

セ
ル
ラ
ー
東
京
・
㈱
ツ
ー
カ
ー
ホ
ン

関
西
・
㈱
ツ
ー
カ
ー
セ
ル
ラ
ー
東

海
）
で
は
、
障
害
者
に
対
す
る
携
帯

電
話
基
本
使
用
料
な
ど
の
割
引
を
実

施
し
ま
す
。
●
対
象
＝
身
体
障
害
者

手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
‥
ａ
ｕ
お
客
様
セ
ン

タ
ー
、
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
㈱
‥
ボ
ー
ダ

フ
ォ
ン
シ
ョ
ッ
プ
ま
た
は
ボ
ー
ダ
フ

ォ
ン
取
扱
店
、
ツ
ー
カ
ー
グ
ル
ー
プ

‥
お
客
様
セ
ン
タ
ー

「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」「
大

気
汚
染
防
止
月
間
」
の
12
月
、
新
潟

県
で
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
球
環

境
に
優
し
い
だ
け
で
な
く
、
燃
料
の

節
約
に
も
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

土・日曜日、祝祭日、小・中学生の冬・春休み期間中は、

ＪＲ十日町駅前から国道117号経由で送迎バスが出ます。

●十日町駅前発：午前８時30分、10時30分

●スキー場発：午後３時、５時

ナイター営業
今年度は、土曜日・休前日・年末年始（12月27日g～

１月４日a）にナイター営業を行います。

チャレンジお待ちしています
●当間ナイターカップ：２月14日g、３月13日g

●第19回十日町・当間カップＧＳ大会

：３月20日（春分の日）
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＆ナイター開始予定
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2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場2003上越国際当間スキー場

●問合せ：

上越国際当間スキー場

（158－3291）

国
の
教
育
ロ
ー
ン

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
運
動
実
施
中

児

童

手

当

重
度
心
身
障
害
児
・
者
介
護
手
当

児
童
扶
養
手
当

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

各
種
手
当
を
お
知
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せ
し
ま
す

各
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手
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お
知
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ま
す

各
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す

各
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手
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各
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各
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す

各
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各
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手
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各
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手
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を
お
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各
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手
当
を
お
知
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す

各
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手
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お
知
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各
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手
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お
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各
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手
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各
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各
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手
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お
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ま
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各
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手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

契
約
は
、

も
う
一
度
確
か
め
て

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

携
帯
電
話
使
用
料
が

割
引
さ
れ
ま
す

有
料
道
路
の

障
害
者
割
引
制
度
改
正

まったく知らない人との婚姻届や養子縁

組届が出される事件が全国的に発生しまし

た。このような虚偽の戸籍届出を防止する

ため、16年１月１日から戸籍の届出を持参

した人に身分証明書の提出を求め、本人確

認を行います。

◎身分証明書の提示が必要な届出

婚姻届・離婚届・養子縁組届・養子離縁届

◎身分証明書となるもの

運転免許証・パスポート・顔写真入り住

民基本台帳カードなど、官公署発行の顔写

真付き証明書
※身分証明書を持参しなかった場合、届出は受

理しますが、事故防止のため届出人に対し、届

出があったことを後日、郵送でお知らせします。

●問合せ＝市民生活課市民係（内線153）

１月１日から

戸籍の届出に身分証明書が
必要になります

戸籍の届出に身分証明書が
必要になります
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◆
「
タ
ン
ニ
ン
」
と
「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
」

の
結
合
。
二
日
酔
い
や
お
酒
を
飲
む
前
に
は

「
柿
」
を
食
べ
る
と
良
い
と
よ
く
言
い
ま
す
。

こ
れ
は
柿
の
渋
み
成
分
の
「
タ
ン
ニ
ン
」
が

お
酒
を
飲
む
こ
と
で
濃
度
の
高
く
な
っ
た

「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
」
と
結
合
し
て
、
そ

の
濃
度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
お
酒
を
飲
む
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
１
度
お
試
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
適
度
な
水
分
を
と
り
な

が
ら
の
「
サ
ウ
ナ
浴
」
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
「
明
石
の
湯
」
で
お
試
し
く

だ
さ
い
。
ち
な
み
に
私
は
両
方
を
実
践
し
、

効
果
て
き
め
ん
で
し
た
。

（
大
）

◆
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
が
つ
い
に
Ｊ
２
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
あ
の
日
は
多
く
の
新
潟
県

民
が
感
動
の
涙
を
流
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
翌
週
Ｊ
１
で
は
横
浜
Ｆ
マ
リ
ノ
ス
が
奇

跡
の
逆
転
優
勝
、
両
チ
ー
ム
と
も
十
日
町
に

は
ゆ
か
り
の
あ
る
チ
ー
ム
な
の
で
喜
び
も
格

別
で
し
た
。「
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
」
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
あ
の
す
ば
ら
し
い
サ
ポ

ー
タ
ー
４
万
人
分
の
１
人
に
な
っ
て
ぜ
ひ
一

度
応
援
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ジ
ア
ム

の
中
の
一
体
感
、
き
っ
と
ク
セ
に
な
る
は
ず
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
の
Ｊ
１
で
の
活
躍
を
祈
り

つ
つ
、
マ
リ
ノ
ス
が
再
び
十
日
町
へ
キ
ャ
ン

プ
に
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
ひ
そ
か
に
期
待

し
て
い
る
（
優
）
で
す
。

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,098人

男　21,056人

女　22,042人

■世帯数　13,251世帯

(△14）

(△6）

(△8）

(＋7）

市民の動き
11月末現在（ ）は前月からの増減

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

編
集
後
記

市指定文化財／工芸品・縮問屋加賀屋の
御用縮及び関連資料（110点）
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徳川幕府の大奥や諸大名、公
く

卿
ぎょう

などから注文を受けて特別に織られた越後縮
ちぢみ

を、

御
ご

用
よう

縮（御
お

召
めし

縮）といいます。極上品を納めるために、各地の熟練した織り子の中から適任者が

選ばれて、製
せい

織
しょく

にあたりました。織り子は斎
さい

戒
かい

沐
もく

浴
よく

、心血を注いで織ったといわれています。

この御用縮に関係する資料が、市史編
へん

纂
さん

の際に縮問屋の加賀屋（蕪木元昭家）の文書の中から

発見されました。内容は、①御用縮雛
ひな

形
がた

（大名などが発注した御用縮の切れ見本及び柄見本で、

色柄・寸法・反数・納期などのほか、加賀屋から依頼された世話人と織り子の住所・氏名が記さ

れている）②御用縮切
きれ

地
じ

（納品した御用縮の控え切れ地）③御用縮用
よう

留
どめ

帳（受注した御用縮の

控え記録）④御用縮駄
だ

賃
ちん

帳（御用縮の輸送に関する駄賃帳）⑤諸
しょ

家
け

奥
おく

女
じょ

中
ちゅう

注文書⑥諸家奥女中

進
しん

物
もつ

帳（得意先の奥女中へ特産品を贈呈した控え）⑦越後縮雛形帳⑧越後縮切地です。御用縮

の発注から製織、納品までの流れを解明する注目すべき資料です。 （文化財課）

御用縮雛形


